
教頭

※ ※

※

科目名

年度始

(５月)

12

日本文教出版㈱　高校美術Ⅰ
0

２、科目の目標

見ること、作ることを通して、色と形を用いた表現に慣れ親しみ、個々の感性をより良く伸ばす。
0
0

表現における
線描の優位性
や、　光と色彩
の物理的特性
をきちんと理解
させ、的確な表
現行為に　つ
ながるように
させる。

三次元的な形
の　把握に慣
れさせ　立体
表現の自由
さを身につけさ
せる。
見当の原理を
きちんと理解さ
せる。

基本的な工具
の　的確な使
い方を　身につ
けさせる。金属
の素材美に気
づかせる。

／

／

12
／

校長 授業担当者

１、教科書・副教材

美術Ⅰ
（　　1年生）
（　　2単位）

年度末

(３月)

20 年度 学習指導計画

0

３、年間授業計画

指　　導　　内　　容 考査範囲 指導上の留意点・到達目標

１
　
　
学
　
　
期

４月
デッサン
色彩
水彩画

線による表現
面による表現
光と色の関係
色の性質
透明・不透明描法について
光と影の表現

５月

６月

７月

彫刻
版画

真鍮板を材料にペーパーナ
イフを制作

粘土で頭像を制作
心棒・粘土へら等も自作する
木版画で年賀状を制作
多色刷りを試みる

時数（予定/実施）

作品評価

作品評価

／
10

10

３
　
学
　
期

１月
金属工芸

作品評価
１０月

１１月

作品評価

１２月

２
　
　
学
　
　
期

９月

作品評価２月

３月

10

／

0

５、反省・総括・次年度への改善点

４、評価の方法

授業の中で制作した平面や立体の作品を、色や形の表現の深さで100点法によって評価する。
0
0


